
Ⅰ．研究の背景と目的

１．研究の背景
　教育現場に置いて教育DXが進められている。一方，
学校で養護教諭が扱う健康情報の種類及び量は膨大であ
る。こうした養護教諭の業務において，デジタル化を進
めることは，非常に重要な課題である。現時点での保健・
健康情報のデジタル化の現状として，令和５年３月の時
点での学校における教育の情報化の実態等に関する調査
結果では，86.8％の学校が統合型校務支援システムを導
入済みであると回答している1）。
　先行研究ではこのデジタル化により養護教諭の業務の
負担軽減になったとする調査報告がある1,2）。一方で，シ
ステムの多様性とその間での互換性の問題を指摘する意

見や養護教諭がかかわらない形で作られた情報管理シス
テムに関して使いにくさを訴える声もある3）。

２．研究の目的
　前報で健康情報のデジタル管理システムは同一県内に
もかかわらず多くのシステムが存在し，なかには学校独
自で開発されたものも一定数含まれていることを示した。
　また，健康情報ごとにデジタル化の度合いは異なり，
統一的に進められていないことが分かった。このため多
数のシステムが存在する現状においてデジタルでの健康
情報管理システムに対する養護教諭の使用感を明らかに
することが本研究の目的である。
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Ⅱ．研究方法

１．調査対象
　Ａ県内の公立・国立学校の養護教諭1,309人に対し，
調査を実施した。

２．調査方法
　Googleフォームによるアンケートを実施した。アン
ケートの依頼書を各学校に郵送して回答を求めた。この
結果，621名から回答を得た。このうちデジタル化が済
んでいると回答のあった養護教諭を抽出し分析した。

３．調査内容
　アンケート内容は以下のとおりである。
　⑴　勤務校の属性　勤務校の校種または小中学校地区
　⑵　健康診断票のデジタル化について
　　①�　健康診断票のデジタル化は執務の軽減に役立っ

ているか
　　②　健康診断票のデジタル化で良い点
　　③　健康診断票のデジタル化で困っている点
　⑶　欠席報告・把握のデジタル化について
　　①�　欠席報告・把握のデジタル化が執務の軽減に役

立っているか
　　②　欠席報告・連絡のデジタル化で良い点
　　③　欠席報告・連絡のデジタル化で困っている点
　⑷　健康観察のデジタル化について
　　①�　健康観察のデジタル化が執務の軽減に役立って

いるか
　　②　健康診断のデジタル化で良い点
　　③　健康診断のデジタル化で困っている点

Ⅲ．結果と考察

１．回答者の属性
　回答者621人のうち小中学校勤務が84.6％，高校勤務
が11.1％，特別支援学校勤務が4.3％であった。このうち
「健康・保健情報管理のデジタル化が行われている」と
回答した養護教諭を抽出しメリットとデメリットを調査
し，分析した。

２�．健康診断票のデジタル化は執務の軽減に役立ってい
るのか（図１）
　「健康診断票がデジタル管理されている」と回答のあっ
た488名に対し調査した。健康診断票のデジタル化は執
務の軽減に役立っているのかという問いに対して，「役
立っている」448名（91.8％），「役立っていない」40名
（8.2％）であった。このため大多数が役に立つと考え
ていることが示された。

３．健康診断票のデジタル化のメリット（表１）
　健康診断票のデジタル化の良い点に関する回答として
は「時間の短縮」，「管理のしやすさ」，「情報共有・活用
に役立つ」という意見があった。
　デジタル化移行の良い点としては，やはり業務の改善
が挙げられていた。「時間の短縮」の観点では，記入に

関して一括入力や記入の訂正のしやすさなど，デジタル
入力ならではの点が挙げられていた。また，清書が必要
なくなるといった２度手間の削減，養護教諭自身が入力
を行うことにより，担任への説明や作業内容を十分に理
解してもらうために費やす時間などの手間と時間の削減
が挙げられている。
　「管理のしやすさ」の観点からは保管場所の確保や保
管場所からの情報漏洩のリスク軽減のための取り組みの
手間がなくなることが挙げられていた。
　「情報共有・活用に役立つ」の観点からは，全職員に
よる児童生徒の健康情報の共有が容易になり，学級経営
に反映しやすくなるこという意見があった。さらに成長
曲線や肥満度がすぐに分析でき，健康状態の判断が容易
になるという意見もあった。
　これらのことは大川らの調査でもICT導入のメリットと
してあげられており，養護教諭の54.4％が「業務負担が軽
減した」，23.7％が「記入ミス削減につながった」，21.1％
が「情報共有の迅速化につながった」と回答している2）。

図１�　健康診断票のデジタル化は執務の軽減に役
立っているか（ｎ＝488）

表１　健康診断票のデジタル化のメリット
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　さらに大川らの報告では，4.4％の養護教諭が「疾病
の早期発見に有効」と回答している2）。これは本調査に
おける「成長曲線や肥満度をすぐに出せる」と関連して
いるのではないかと推測している。単にデータがあるだ
けでなく，デジタル化により迅速に分析し，過去のデー
タと比較することが可能になっていけば，健康データが
児童生徒の健康維持・増進により効果的に活用できるこ
とが期待される。

４．健康診断票のデジタル化のデメリット（表２）。
　まず，「役に立たない」と回答した者が8.2％存在して
おり，なぜそのように回答したかについて丁寧に分析す
る必要がある。
　デジタル化により困っている点としては，「システムの
操作性や機能の問題」，「入力作業の負担」，「デジタルと
紙媒体の共存」，「システムの互換性」が挙げられていた。
　「システムの操作性や機能」に関しては，情報入力の
自由度の制限が挙げられていた。項目が選択性の場合は
選択肢にないことが入力できない，細かな情報が入力で
きない，年度をまたいだデータの取り扱いが煩雑といっ
た指摘がある。
　このような事態になっている根本的な問題点として，
「作成者が学校保健の実態を知らないと感じるため，養
護教諭の思想がシステムに反映されておらず使いにく
い」という，そもそも学校保健の実態に即しておらず設
計に根本的な問題があるといった内容である。これに関
しては本間らの報告でも養護教諭の意見として「システ
ム作成者が養護教諭の要望を聞かずに作成しており，使
いづらい」という意見があることを示している3）。また，

「マニュアルが説明不足で使い方がわからない」や「研
修がないため使い方がわからない」などシステムの使用
方法の説明や研修がなく養護教諭が試行錯誤しなければ
ならない実態も読み取れた。
　「入力作業の負担」に関しては，メリットのところで
は担任への説明や理解のための伝達が軽減されるという
意見があった一方で，養護教諭自身が入力しなければな
らないため，健康診断のある１学期におけるVDT作業
時間が膨大になり，「仕事量は増えた」という意見があっ
た。そして「視力の低下や肩こり，腰痛などの健康障害
が生じる」というVDT作業の長時間化による体調不良
にも言及されていた4）。また，入力操作時の個人情報保
護のために「来室者が来るたびにPCを閉じなければな
らない」という問題も挙げられている。これに関わるも
のとして「その他」のところで「わざわざPCを立ち上
げなければデータを見ることができない」という煩雑さ
も指摘されていた。
　次に，移行期の課題であると考えられる「デジタル＋
紙媒体の共存」が挙げられていた。現時点ではデジタル
データと紙媒体の情報が共存している状況のため，結局，
健康情報を紙媒体でも準備する必要があり，２度手間に
なること，管理が煩雑になることが指摘されている。
　他に，「システムの互換性」の問題として，各地区，
場合によっては学校間ごとでシステムが異なることによ
り，児童生徒が転校した場合に健康情報が使えないこと，
養護教諭が異動した場合，システムの使い方をはじめか
ら学び直さなければならないとの指摘がある。さらに学
校によってはシステムの作成業者が定期的に変わるとい
う報告があり，変更されると情報，経験が引き継げなく
なるという，根本的な問題が発生することは指摘されて
いる。
　これらの指摘には学校における個人情報の扱い方の考
え方，規則に起因するものもある。それ以上に問題があ
ると考えられるのは，現場でデジタル化に関しての将来
的，俯瞰的な展望・視点を持たずに場当たり的に進めら
れている実態があるのではないかと推測される点である。
この点に関してはDXにかかわる研究者，開発者，使用
者での国家的な視点での協働的な取り組みが必要になる
と考えられる。

５．欠席報告・把握のデジタル化（図２）
　欠席報告・把握の情報がデジタル化されていると回答
したものは463名であった。このうちデジタル化が執務
の軽減に役立っていると回答したものが435名（94.0％），
役立っていない28名（6.0％）であった。

６．欠席報告・把握のデジタル化のメリット（表３）
　欠席報告・把握のデジタル化のメリットとして「把握・
確認が便利」，「連絡の負担が軽減」，「情報共有・活用」
のしやすさ，「時間短縮」が挙げられた。
　「把握・確認が便利」では書式が決まっているため聞
き漏らしや，表現の曖昧さなどが排除できること，養護
教諭まですぐに情報が入ってくることが示された。
　「情報共有・活用」としては学校のみならず市や県内
の状況も把握でき，これが感染症の状況把握に役立ち，

表２　健康診断票のデジタル化のデメリット
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学級閉鎖や休校等の判断に役立つことに言及していた。
また，児童生徒の長期欠席傾向などについても早く気が
付き，担任とのコミュニケーションのきかっけとしても
有効であるとしていた。
　「時間の短縮」としては学校内外への電話連絡で時間
を取られなくなったこと，報告の簡素化について言及し
ていた。

７．欠席報告・把握のデジタル化のデメリット（表４）
　欠席報告・把握のデジタル化のデメリットとしては「デ
ジタルに完全移行ができない」こと，「情報の共有・活
用の不備」が挙げられた。
　「デジタルに完全移行ができない」ことでは，連絡の
不備に加え家庭の事情として，家庭のデジタル化の遅れ
や外国籍児童生徒への対応が挙げられていた。
　「情報の共有・活用の不備」では，担任とのコミュニケー
ションの機会の増加が挙げられていた一方で，担任との
コミュニケーション不足がデメリットとして挙げられて

いた。これには養護教諭個々のパーソナリティーも関係
していることが推測できる。また，システムの問題があ
げられており，これは学校の実情を理解しない開発が行
われていることの表れであろうと推測される。
　「その他」では，なりすましや，保護者からの一方的な要
望，誹謗中傷などSNSが抱える問題点がこの情報デジタ
ル化にも課題として表れることが示されており，今後取
り組んでいかなければならないものである。また，デジ
タル化により欠席に対するハードルが下がることが指摘
されている。これもコロナ禍後に欠席者や不登校者が増
加している問題と重なり，今後の大きな課題となると考
えられる。

８．健康観察のデジタル化（図３）
　健康観察のデジタル化がされているという回答は非常

図３�　健康観察のデジタル化が執務の軽減に役立っ
ているのか（ｎ＝42）

表４　欠席報告・把握のデジタル化のデメリット

表３　欠席報告・把握のデジタル化のメリット

図２�　欠席報告・把握のデジタル化が執務の軽減に
役立っているのか（ｎ＝463）
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に少なく42名であり，回答者の6.8％に過ぎなかった。
このうちデジタル化が執務の軽減に役立っていると回答
したものが39名（92.9％），逆に役立っていないと回答
したものが３名（7.1％）であった。したがってデジタ
ル化されている学校に勤務する養護教諭のほとんどがデ
ジタル化に肯定的な回答であった。

９．健康観察のデジタル化のメリット（表５）
　健康観察のデジタル化で良い点としては養護教諭の
「事務作業の軽減」，「情報共有・活用」が挙げられていた。
　「事務作業の軽減」としてはデジタル化により集計が
楽になることが挙げられていた。また，担任の負担が減
るという指摘もあった。
　「情報共有・活用」では他の健康情報と同様に全職員
での共有が可能になることが挙げられていた。また，現
時点では健康観察は教室内で皆がいる中でおこなわれる
ことが多いため，プライバシーの保護の観点から望まし
くない状況にあるが，デジタル化すると個別に答えられ
ることより，プライバシー保護の問題を解決することが
できるとの意見があった。この点に関しては珍田らも同
様な指摘を行っている5）。

10．健康観察のデジタル化のデメリット（表６）
　健康観察のデジタル化で困っている点としては「完全
にデジタル化できない」こと「システムの操作性や機能
に問題がある」ことが挙げられていた。
　「完全にデジタル化できない」理由としては紙媒体に慣
れている教師の存在や時間的余裕がないことが挙げられ
ていた。この点に関しては技術革新によるインターフェー
スの発展を待つことになるのではないかと思われる。
　「システムの操作性や機能に問題がある」としてはプ

ロフェッショナルによらない学校独自での開発などの問
題が挙げられていた。この件は現時点では健康観察が組
織的にデジタル化されておらず，使用している場合は独
自のシステムを使っている例が多いのではないかと考え
られる。今後，大手のシステム開発業者が参入すること
でシステム自体の安定性が改善する可能性がある。

Ⅳ　ま と め

　健康・保健情報のデジタル化に伴うメリットについて
の養護教諭の意見としては，「業務の軽減」と「情報共
有とその活用」がもっとも大きなものと考えられる。逆
にデメリットとしては，「VDT業務の増加」，「システム
そのものの問題」が挙げられている。システムに関して
は将来的な学校保健のありかたを俯瞰的に考えた総合的
な開発を，実際の使用者である養護教諭，担任，管理職
さらには保護者の視点も交え，統一的に行っていく必要
があると考えられた。また，これらのデータをビックデー
タとして教育DXに活かすのであれば，学校における個
人情報の扱い方も含めたプロジェクトとして一体的に実
施する必要があると考えられる。
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